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馬鈴薯天狗巣病の虫媒伝染に関する研究

福士貞吉・四方英四郎骨

塩田弘行・関山:英吉附

田中一郎・大島信行・西尾美明山

Studies on the insect transmission of potato witches' broom 

By 

Teikichi FUKUSHI， Eishiro SHlKATA， Hiroyuki SHlODA， 

Eikichi SEKIYAMA， Ichiro TANAKA， Nobuyuki OSHIMA， 

and Yoshiaki NUHlo 

緒 =ー言

馬鈴薯天狗巣病は昭和7年 (1932)北海道槍山部厚

沢部村において，品種メ{グィシに発生したと伝えら

れている。その後昭和 17年(? )北海道農事試験場田

口啓作技師が樺戸郡浦日村で男爵薯に発病せるものを

発見し，更に 2-3年後同郡月形村に発生したことが

知られている。昭和 23年農林省馬鈴薯原崎種農場の

伊藤茂郎技官が，札幌郡広島村農家の馬鈴薯畑におい

て本病を発見したが，翌 24年には岡村にある馬鈴薯

原寸種農場中央農場にも発生が認ょうられた。同 25年

勇払郡安平村，及び胆振馬鈴薯原寸種農場をはじめ，

厚真付，訓子府村p 置戸町，女満別村等において採積

畑に一斉に発生したのみならず，配付された原種が発

病したのでこれが問題となり，世人の注意をひいた。

この年胆振原キ種農場においては，男爵薯352tj( 

(0.06 :?~)及び紅丸 718 株 (0.52 :?~)が発病した。翌

26年には北海道内のみならずp 岡山県に発生した(山

回 1951)。これもまた北海道から移出された種薯，農

林一号を植えた畑に発病したものでるる。私等は昭和

25年から本病の伝染径路に関する研究に着手したが，

胆振馬鈴薯原々種農場において発病情況観察の結果，

同農場において伝染が起ることを確認し，おそらく昆

虫の媒介によって伝染するものと推定した。それで同

農場の馬鈴薯畑及びその付近にいるヨコパイその他を

対象として，虫媒伝染試験を開始した。昭和 26年同

‘北大医学部

楠農林省阻猿馬鈴魯原々種農場

.....農林省北海道農業試験場

農場に自生するナンテンハギ‘の中に天狗巣病状を呈す

るものが多数発見され，同 27年夏馬鈴薯畑付近のク

ロパー畑にキマダラヒロヨコバイヵ:多数いることが認

められたカも秋に至って馬鈴薯枯死後その畑にこのヨ

コパイが多数存在することが分ったの翌 28年夏，天

狗巣病の発生する馬鈴薯畑に近接する牧草畑の赤クロ

バー及びアルサイク・グロパーが天狗巣病に躍ってい

ることを発見したのみならずp このヨコパイの幼虫が

ここに多数いることが認められた。そこでこのヨコパ

イが天狗巣病の媒介昆虫だろうという疑カ漣厚とな

り，鋭意実験を行った結果， r司年遂にとれを確証l.-，

29年度の研究によって，馬鈴薯，クロパー及び、ナンテ

ンノ、ギの天狗巣病が同一パイラスによっておこり，キ

マダラヒロヨコパイの媒介によって伝染することを確

認した。この研究は今なお継続中でるるが，現今まで

に得られた結果をことに報告したいと思う。

既往の研究

YOUNG (1928)によるとP 北米 Montana川農事試

験場では 1915年本病に関する研究に着手したという

ことであるが，当時は Rhizoctonia菌による病害と

混同していたようである。その後 WHlPPLE(1919)が

“yellow top" と称したものは本病であるとし、ぅ。し

かし本病に witches'broom なる病名を与えて記載

したのは， BISBY and TOLAAS (1920)がはじめでる

る。ついで CUTLERand SANFORD (1921)， Mc KAY 

(1922)， COONS and KOTILA (1923)等によって各地

から本病の発生が報告された。その後 HUNGERFORD

and DANA (1924) は詳細に病徴を記載し，本病が塊
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茎によって伝橋されることを指摘した今 JACZEWSKI

(1926)はロシアに類似の病害が発生することを報告し

た。 YOUNG(1927)及び YOUNG and MORRIS (1928) 

はこの病気が濠木伝染をなすこと及ひら呼援によって

トマトに伝染することを証明した勺 YOUNG(1929)は

本病を躍病トマトから呼援によって，更に煙草に伝染

させた。 MURPHYand MCKAY(1932)はスコアトラ

シドにおいて馬鈴薯の wildingor semi-wilding と呼

ばれる病室が本病と同一であるとした。 RUSZKOWSKI

等 (1938)は本病がポーランドに Yu(1939) は中華

民習に発生することを報告した。 KUNKEL(1943) は

Cμscutαcampestバsを媒介として，本病を Nicotiα冗α

glut初osa，N. rustica ('"ルパFパコ)， トマト，紺

菜，及び 1月初。αγoseα(二チニチソウ)にうつした。

またニチニチソウの擢病植物を 42"Cで 13日高温処

理すれば完全に治癒しp 馬鈴薯の擢病塊茎 3/4吋以下

のものは 36?，6日処理によって治癒、すると報告したc

WRIGHT (1952， '54)はトマト及び treetomato (Cy-

phomα処drabetaaα)にあらわれる病徴の差異によっ

て3 このバイラスに 3種の strainsが認められること

を指摘した。 TODD(1954)はスゴアトランドの天狗巣

病のバイラスと北米のパイラスとの聞に多少の差異が

あることを認めたうまた wilding と天狗巣病とは別

個の病害なることを指摘した。

わが菖では本病は叢生萎縮病(伊藤 1930)，または

天狗巣病(福士 1938)と呼ばれていたがp はじめてこ

れを研究した者は二瓶 (1951)である。氏は本病を接

木によって馬鈴薯， トマト，ナス， トウガラシ，及び

シロバナヨウシュチョウセンアサガオにうつしたカミ

汁液伝染及び虫採伝染(モモアカアブラムシ，ジャガ

イモヒゲナガアブラムシ，ワタノアブラムシ，等によ

る)の結果は陰性であった。また小形の擢病塊茎を 36

OC :lbるいはおっCで7日開高温処題すれば治癒する

ことを認めた。問中等(1953)は木病が接木によって馬

鈴薯p イヌホオズキ， トマ 1" ナス， シロパナヨウシ

ュチョウセンアサガオp ダノJコ，マルパタバコ (Nico-

tianα1'usticα)， N. sylvestγis及び N.glaucaに伝

染すること及び N.glα叫仰が保毒植物なることを報

告した。大島(1954)はナ Yテンハギ (Vic似叫nijugα)

の天狗巣病を記載し，これが接木によって伝染すると

とを指摘したη

病 徴

馬鈴墓

HUNGERFORD and DANA (1924)は健全な馬鈴薯

が生育中にこの病気に伝染して現わず病徴を一次病徴

と名づけ，擢病種薯から生じた植物の病徴を二次病徴

と称した。北海道では馬鈴薯畑において一次病徴が認

められるのは 7月末以後でるる。茎の土部の葉は尖端

及び葉縁が槌緑黄変するのその後葉阪及びきさの基部

から多数の繊弱な枝を生C，実緑色の小形の葉を着け

る。新に生ずる葉は単葉でるり，校は健全植物と異り

稜が無く円筒形であるのー躍病株に生じた子警は多〈は

地中で発芽して，黄白色鱗片状の茎葉を生じ，後にこ

れが地上に現われて親探の周囲に，高さ数 cmの蒼白

色の吉田い枝条が数本乃至数十本養生する。親探の周囲

に現われる枝条の中には塊茎から生ぜず，旬校の尖端

から生ずるものもらる。枯凋期になって茎葉が枯死し

た後においても，これら病株の周囲から生じた新しい

枝条は枯れず，降霜によって枯死する。病勢の進んだ

ものでは旬枝に多数の小塊茎を着け，それらがすべて

地中で発芽する。馬鈴薯の生育末期に至って発病した

ものは，病徴鑑定がむづかLいが，この場合病徴は葉阪

から伸長した枝条に現われ，小業の葉縁がM緑し，下

方に建白する。また葉の裏面が紫色を帯びるものもあ

る。かような株に生じた子薯も地中で発芽している。

また茎葉に病徴が認められぬ株で堀取りの際に，新塊

茎の頂芽から数本乃至数十本のiW芽が発生しているの

を見出すことがある。

躍病種薯をうえるといわゆるご次病徴が現われる。

北海道においてはy これが現われはじめるのは6月上

中旬頃でるる。数十本の繊弱な枝条が叢生し黄緑色を

塁し草丈{氏<，葉は単葉で小さ〈葉縁が黄色を帯び

る。葉肢から多数の繊細な枝を出す。茎は細〈円筒

状，茎葉直立性を顕わし著し〈萎縮する。かような株

はハコベ等の雑草に似た外観を呈する。地下茎には豆

大乃至胡桃大の塊茎が多数生じ，各数本の旬伎を出し

て更に多数の小塊茎を生じ，しばしばこれらが念珠状

に連結するうまた勾校の多くは地表に現われ.萎縮せ

る枝条を生ずる。かような擢病徐に複葉を着けたやや

太い茎を生ずることがゐるカちやがて一次病徴と同じ

症状を呈するの

権病著:をうえた際に一次病徴と同様の症状を示すも

のがある。すなわち最初は健全植物と同様に生育する

力主やがて茎の]頁部にある葉が槌緑質変し，次第に一

次病徴と同じ経過をとり，子薯は地中で発芽しはじめ

るのである。

タロパー

最初葉縁が鑓緑しはじめ，これが次第にひろがる。
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ついで株の中央部から，多〈の小形の葉が出るが，そ ダラヒロヨコバイ (Ophiolαfiavopic的 (ISHIHARA))

の中には十分反ー開しないものが多い。外側にある老葉 による接種法を述べる。このヨコパイは主として胆振

はしばしば葉縁が赤紫色を呈するがその後次第に枯 馬鈴薯原キ農場付近の雑草中で採集されp 馬鈴薯を食

死する。中央部の小形葉はまずまず土菌加する治主主E緑 餌植物として飼育された。これらが既にパイラスを保

及び萎縮が茜しくなり 3 径 2-3mmに過ぎず，葉 有するかどうかを調べるために昆虫飼育箱やガラス

柄が{rtびないので地表に接触する。病葉は葉肉が薄 円筒などの中で健全植物を約 10日加害させp ついで

し葉柄カ弔問い。秋発病すれば，奨肢に蒼白色を帯び 擢病植物にうつして 7-14日飼育し，パイラスを吸収

た卜分展開しない小形の葉を生ずるが，ついで誕百lに させた後， 健全植物に移して 7-16日間加害させ

黄緑色の小さな葉を叢生し，茎は次第に枯死する。レ た。擢病植物からパイラスを吸収さぜる際には昆虫

ッドクロバ「アルサイグクロパーおよびホワイトク 飼育箱(三方ガラス， 二方金網)を使用し， 接種に

ロパ{に発生するが3 アルサイククロバーが躍病ずる はラシプのホヤ(高さ 14cm， 上口径 4cm， 下口

とP 特に蓋しく萎縮する。 注6cm， 上端をガーゼで覆う)を鉢植の植物にかぶ

ナンテンハギ ぜp その中にヨコバイを放って加害させた。ヨコパ

擢病植物は萎縮し，校条か叢生する。躍病株の草丈 イを移すにはi!&入管を用いた。笑験はすべて温室内で

は健全植物のそれの約 1/~_1/4 にi邑ぎない。三塁は地下 行つ?と。

茎から生ずるカち地中において滋四分校する。発病後

間もないものでは地下に多くの向い枝条が発見される

が，これらがやがて地上に現われ叢生する。茎の数は

十数本乃至百数十本に達するが，頗る繊弱でるる。茎

は伸長不良3 茎葉ともに賞緑色を荷び，直立する傾向

がある。地上に現われた茎の分枝は健全なものと同じ

で，特に甚しく分校ずることはなし、。茎の太さは健全

植物のそれの 1/6_2んに過ぎな L、。葉は小形で黄緑

色p 健全な葉に比べると這かに小さい。

実験材料及び方法

接極波発病地で採集した擢病馬鈴薯塊茎から発生

した病植物，擢病ナンテシハギ，同じくアルサイク・

グロパー及びレ y ド・グロパーを鉢に植え，パイラス

給源とした。

接種植物馬鈴薯は農林1号叉は男爵薯の塊茎を鉢

に植え，茎が 10-15cm に伸びた時，若い茎1本を

残して他を切とって用いたのまた農林1号又はメノミ

ニー (Menominee)の実生を 1本宛鉢に移植して供試

植物にしたのタロバーは鉢に播種し 1株宛鉢に移植

した。多く幼植物に接種したの

ナンテシハギは野外から採集して 1株宛主主に植え，

若い茎1本のみを残し長さ 15cm位に切って接碕し

~" I~ 。

供試昆虫 発病地の馬鈴薯畑及び付近の雑草中に援

息する十数種の吸汁昆虫を採集し飼育してp 接種試験

実験経過及び結果

I アブラムシ類による実験

胆抗馬鈴薯原キ種農場の馬鈴薯畑に発生するアプラ

ムシはモモアカアブラムシ (Myzuspe1・sicαeSULZ.)， 

ジャガイモヒゲナガアブラムシ (A旬loco付hum 11的-

tsumuγα叩 mm(HORI))，及びワタノアプラムシ(Aphis

gossYJYii GLOV.)の3宿である。これらの羽虫をジャ

ガイモ，タイナ及びダイコンでおj育，増殖ぜしめ，天

狗巣病擢病馬鈴薯(二次病徴の男爵薯及び農林1号)

に移してパイラスを殴収させた後，健全植物にうつし

た。供試植物は塊茎が発芽し茎が約 8cmに伸長した

時 1本づっ5寸鉢に移植したものである。各塊茎か

ら生じた茎を 1本づっ対照用として接種ぜずに残し

た。接種は昆虫飼育箱の中で、行い，その後ロテグール

を撒布してアブラムシを殺し，植物を外に取出して結

果宏観察した。各接種植物に生じた子薯は翌春鉢に植

え観察を続けた。それらの結果を表示すれば第 1表の

通りでまちる。

これら3種のアブラムシによって男爵薯 14本，農

林 1号 67本及びトマト 4本に接種したが，感染が起

らなかった。

11. ヨコバイ，ウンカ等による実験

胆抱馬鈴薯原寸種農場馬鈴薯畑にいるウンカの種類

は少いので，その付近にいるヨコパイその他の吸汁昆

虫をも実験に用いた。

に用いた。 ミドリヒメヨコバイ (ChloritαfiavescensFABR.)こ

接極方法 アブラムシその他の昆虫による接種の方 のヨコパイは6月初旬から馬鈴薯畑で最多く採集さ

法は3 実験経過とともに記すことにしここにはキマ h れ，馬鈴薯を食餌植物として容易に飼育し増殖させる
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第 1表 アブラムシによる接種試験 (1951-52) 

I .~...'" -"7 .~Jr.' j ._..." ~ 1TJ1..lluff1:;ff!'q ~1".;F.-kE:- IP，.接樋 1 1防虫数|加害 l 発病アプ ラム シ iパイラスi原| パイラス吸収期間 I1持植物|植物数 I(各植物)I期間|植物数

モモアカ
男官宇暮 病植物上l亡て発育アプラムシ

If 農林1号 9日

" If 7 

If " 3 

f〆
" 病植物上にて発育

Pタノアプラムシ 男音寺薯 " 
" F〆

" 
" 農林1号 " 
" " 3 

" If 病植物上にて発育

" " " 
" " 7 

" グ " 
" " 病植物上にで発育

" " " ジャガイモヒゲ
男 倭 薯 " ナカeアプラムシ

グ 農林 1号 8 

" If 11 

" " 2 

" " 8 

一一

ことiJ:できる。

マダ、ラヨコバイ (Deltocephalusstriat拙 L.)馬鈴

薯畑には比較的少し雑草地及び燕麦畑に多いヨコバ

イでるる。イネ科の雑草や赤クロパ{を与えて飼育す

ればよ〈増殖する。

オオヨコパイ (Cicαdellα似γidisL.)とのヨコパイ

は馬鈴薯，赤クロパ勺燕麦の畑または雑草地に多〈

発見され，赤クロパーやエヅギクの上で容易に飼育す

るととができた。

Cicadulαsp. 馬鈴薯畑には少<，雑草地に多L、内

イネ科の雑草の上でよく増殖するがp 馬鈴薯接種中に

死ぬものが多かった。

ミドリプ J:ヨコパイ (Lαbuγγusi1npidifrons (Bo-

HEMAN)) 馬鈴薯畑では全〈発見されなかったが，雑

草中で少しく採集された。エグギク及び赤クロパーで

飼育で~るがp 馬鈴薯の上では生育し難い。

セグロヒロヨコパイ (Ophiolαsuturalis(MATS.)) 

このヨコパイも雑草中で少しく採集された。馬鈴薯.を

与えて飼育すると 2-3日で死んでしまう。昆虫飼育

箱の中に雑草といつじょに馬鈴薯メノミニー実生2

男官手薯 5 15 29日 。
農林 1号 5 20 14 O 

If 5 u 13 O 

グ 2 If 29 O 

" 2 " 19 。
男傍薯 3 " 29 。

" 4 " 28 。
農林 1号 8 If 34 。

" 9 グ 11 。
" 3 " " 

。
トマト 1 " " O 

農林 1号 6 " 14 。
トマト 2 " " O 

農林 1号 3 " " 
。

トマト 1 " " 
。

男岱薯 2 15 29 O 

農林1号 5 20 12 。
" 5 " 9 O 

" 5 " 26 。
" 9 " 40 。

本，赤、クロパー 1;<ド及び擢病馬鈴薯1株を入れ， ヨゴ

バイ 69頭を放飼したが馬鈴薯及びクロパ{に感染が

おこらなかった。

ヤナギノ、トムネヨコパイ (Macropsisvirescens 

(GMEL.)) 馬鈴薯畑には全然いなかったが，付近の雑

草中に割合多〈見出された。馬鈴薯の上で長〈飼育で

さFぬが 5-7日位生存していた。昆虫飼育箱にエグギ

ク及び馬鈴薯メノミニー笑生を擢病馬鈴薯と共に入

れ，このヨコパイ 70匹を放飼したが2 伝染が起らな

かった。

ヒメトピウシカ (Delphαcodesstriαtellus F ALL.) 

馬鈴薯畑には殆んどいなしゅろ燕麦畑に極あて多L、。

コムギの上で飼育すれば容易に増殖する。

エグツノゼミ 馬鈴薯畑には少し雑草中に多い。

馬鈴薯の上で飼育すると増殖する。

これらの昆虫によって接種試験を行った結果は第2

表の通りで、ある。

これによって見れば， ミドリヒメヨコパイ，オオヨ

コパイ，マダラヨコパイ，ヒメトピウシカ等はこの病

気の伝染を媒介しないと思われる。
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第 2表 ヨコパイによる接種試験 (1951-1953) 

N: .. 虫
-. nn. Ilrt ftnAt1 +<'r':'t.:n.fd:c- Ir.r~ 援組昆虫数 i 加害;発病

パイラス源| パイラス吸収期間|蹴植物[植物数(各植物)I期間|植物数

ミド リヒメ
男古手芸事 3日 男 E幸喜 1 6 。

ヨ =r ノマ イ

" " 2 " 2 5 " 
。

グ 農林1号 病植物上にで生育 農体1号 1 4 35 。
" " " " 11 5 45-50 . 。
" " " " 3 5 14-17 I 。
" " " " 2 5 20-25 : 。

マダラヨコノマイ 男霞草子 3 男宮守主事 3 29 O 

" 農林1号 10 農林1号 1 11 19 。
" " 19 " 4 5-15 6-19， O 

グ グ 9 " 1 14 6 O 

" " 6 " 1 4 33 O 

" " 8 " 1 12 28 。
オオヨコノ、ごイ

" 4 11 3 5 2 。
" " 12 メノミ二一 1 8 7 。

実 主主

" グ 7-10 " 4 (32-38) O 

Cicadulαsp. " 10 農林1号 5 5 5 。
" " 10 " 5 。
" " 17 " 1 4 ~ 5 I 

。
" " 10 トマト 4 ， 10-12 I 5-6 i 。
グ グ 11 メノミニー 1 2 3 O 

実 生
|(62)i " " 8 11 2 O 

ミドリア卜
ヨ コ ノマ イ

グ 11 農林 1号 1 3 3 O 

" グ 7 " 1 2 9 。
F〆 グ 6 メノミニー 4 5-6 2 O 

実 主主
ヒメトピウンカ

" 9 農林 1~子 1 16 29 。
" " 4 " 2 20 12-20 O 

" " 6 " 2 20 。
エゾツノぜミ " 5 メノミュー

実 主主
1 1 O 

" " " 
2 10 31-35 O 

。 グ 病植物上にで発育 " 2 24 O 

III. キマダラヒロヨコバイ (Ophiolaflavopicta 発見された。それで、天狗巣病擢病馬鈴薯，同赤クロパ

(IsHIHARA))による伝染試験 勺メノミニー実生及び健全赤クロパー(いずれも鉢

昭和27年このヨコパイは胆振馬鈴薯原崎種農場で， 植)を昆虫飼育箱に入れ3 上記の畑で、採集したキマダ

馬鈴薯畑付近のクロパー生育地にはじめて発見され ラヒロヨコパイを数十匹6月以後放飼したところ 8

たsその年の秋p 馬鈴薯茎葉枯死後とのヨコバイヵ:畑 月 17日に至って赤タロパーが発病し， i司 26日病徴

に多数いることがわかり，ジャガイモや赤グロバーな が朗瞭になでコた。そして秋になって馬鈴薯実生もまた

どを食餌植物としで昆虫飼育箱の中で飼育し越冬させ 発病した。しかしこの場合パイラスの originカ河三朗

たととろp 翌春多数の子虫がうまれた。一方において である。他方において，農林2号実生及び赤、クロパー

昭和 28年 5-6月，天狗巣病の発生する馬鈴薯畑に 9株ずつ昆虫飼育箱に入れ，上記赤クロパー天狗巣病

近い牧草畑の赤クロパー及びアルサイク・クロパーの 発生地で採集したキマダラヒロヨコバイを 17-18匹

中に天狗巣症状を呈するものがみることが見出された ずつ放飼し， 8月28日-9月30日即 33日間加害させ

j;もそれと同時にこのヨコパイの幼虫が多数この畑で たところ，秋にいたって各植物1*ずつ(馬鈴薯実生
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は9月初日，赤クロパーは 11月18日)発病した3

馬鈴薯農林2号実生8本は病状を示さなかったカもこ

れから生じた子薯を翌年植えた結果， 6月21日発病し

たものがるり，結局馬鈴薯実生は9本の接種植物中2

本に感染したことが判明したの Lかしこの際にもパイ

ラスの originが磁実でない。

それで昭和 27年秋，胆振馬鈴薯原々檀農場で採集

1..-:1とキマダ、ラヒロヨコパイを温室内で赤クロパ~を与
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えて飼育し，翌年春増殖したヨコパイを媒介者として

接種試験を行った。これらのヨコパイは温室内で勝化

したものでP 食餌植物の赤クロパ F や馬鈴薯に発病し

たものがないので，無毒と認められる幼虫で、るった。

これらの幼虫を天狗巣病擢病馬鈴薯(農林1号)または

赤クロパーにうつして 5-15日汁液を吸収さぜた後，

馬鈴薯メノミニー実生または健全赤クロパーに移し3

-48日加害させた。その結果は次の表の通りで、ある。

第 3表 馬鈴薯及びクロパー天狗巣病の虫煤伝染 (1953年 8月-11月)

ノマ イ フ Fミ

グ

馬鈴薯天狗巣病を接種したメノミュー実生 23本中

6本に発病した抗潜伏期はやや長<， 12-60日， 39 

-49日， 65-68日， 75-93日， 82-92日，最も長き

は 271-293日に及んだの

尤も最後の場合は翌年子薯に発病したもので忘る。

また赤クロパ戸の天狗巣病を接種したメノミニー実生

10本中3本に発病したカもその病徴は馬鈴薯天狗巣

病のそれと同じであった。とれら 3木の実生における

バイラスの潜伏期は 74-90日， 98-102日及び 225

-243日(子薯に発病)でるった。この実験によって

キマダラヒロヨコパイが馬鈴薯天狗巣病の伝染を媒介

すること及び宏、クロパーの天狗巣病が馬鈴薯天狗巣病

と同じパイラスに起因することが分ったので司るる。

そこで昭和 29年これを確証するとともに，発病地

に見出されるナンテンハギの天狗巣病との関係を明か

にするためp 伝染試験を行った。これに用いたキマダ、

ラヒロヨコパイの大部分は早来村(馬鈴薯原々種農場)

で採集したものでるるが，一部は広島村その他におい

て採集した。このヨコパイを容易に採集するには 5

月下旬乃至6月上旬p 長さ 2m巾 1m位の白布を地

上に敷i?'，周囲の野草の生育している地面を細い棒で

叩〈と， ヨコバイが白布の上に飛んで来るので大量に

捕えることができる。このヨコバイは 10-11時頃最

も採集し易く，午後も日光が直射する際には採集でき

るが，曇天には殆ど採れなし、。 6月中旬には成虫にな

るが3 採集したものは幼虫と成虫と混じていた。その

中にはパイラスを保毒するものがるることが実験の途

中認められたコ野外で採集したヨコバイは 10-20匹

の群に分け，それぞれ 1本の馬鈴薯(農林1号実生)，

赤クロパー，エヅギクで 7-10日飼育して意性検定

した後 6-21日パイラスを奴収させ，接種試験に用

いたの野外で採集したヨコパイの一部を温室内で飼育

したところ 7月下旬以後多数の幼虫が生れた。これ

らのヨコハイが2-3齢に達した時， 10匹ずつの群に

わけて前記のごとく保毒の有無を検定した後，接種試

験に用いた。その結果は次の通りである。

第 4表 馬鈴薯天狗巣病の虫媒伝染 (1954年 6月-12月)

ノ、ご イ フ ス 吸 」反 l 接

ノぐイラス給源 |吸収期間: 供試植物 |加害期間|

究官A41U|瓦 瓦雨脚薯(農林1号実生) i 

グ 10-21 グ(農林 1号)I 
グ I 10-20 l:i示クロノごー l

" 
" 
" 
" -

11-21 アルサイク・クロパー l
11-21 ナンテンハギ |
15-19 Iエ ゾギク|
21 ト マ ト|
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この表によって示されるごと(，馬鈴薯天狗巣病パ

イラスヵ:キマダラヒロヨコパイの媒介によって，赤グ

ロバー，アルサイク・クロパー及びナシテンハギに伝

染して天狗巣病を起した。また接種したエグギ、ク5*
のうち 1本に感染したが，その病徴は次のごとくであ

った。病徴はまず若い葉に現われエゾギク萎黄病のそ

れに似ている。はじあ若い葉の中肋付近に葉肱透明化

が起り， 次第に全葉に拡がる。 若い葉は少しく槌緑

L，葉縁の槌緑が特に著しいが，エグギク萎寅病のご

とき著しい支変が起らない。それで葉肱透明化が顔る

明瞭でるる。葉片はやや細長〈なり，葉柄及び茎の上

部，特に総琶は槌緑黄変ずる。エゾギク萎寅病のごと

く茎葉が著し〈叢生することはないが，側伎の伸長及

び養生の傾向が認められる。花はやや槌色せる舌状花

を疎に着け，花弁の発達が不良でるるが，萎寅病と具

り奇形花を生じない。病植物はやや萎縮する。

無意キマダラヒロヨコパイにグロパー天狗巣病パイ

ラスを 6-14 E!~収ぜしあ，ついで、接種試験を行っ

た結果は次表の通りであった。

第 5表 グロパー天狗巣病の虫媒伝染 (1954年 7-12月)

パイラス吸収 接 E重

~d: -h..e:f:rftttsEf I )jg".接極発病
パイラス給源 1 吸収期間 -[R 試植物 l加害期間 l虫数 1植物数 l 植物数

赤クロパー 14日(馬鈴薯(農林 1号)I 7日 5 I 3 1 

グ 6-14 I 1/ グ 実生)I 3 -21 1 -5 I 18 I 1 

1/ 7 I赤クロパー 6-14 I 1 -5 I 9 0 

7-14 Iアルサイク・クロパー 7-14 '1_5 5 0 

グ 6-14 Iナンテンハギ i 7 -16 1 -5 I 21 2 

アルサイク・クロノマー 14 I馬鈴薯(農祢1号実生) I 3 I 1-4 I 3 ， 0 
1/ 14 Iアルサ fク・クロパー 1 7 i 川 1 1 

同様にしてナンテシハギ.天狗主義病を馬鈴薯， クロパ{及びナシテンハギ唱に接種した結果は次の通りである。

第 6表 ナンテy ハギ天狗巣病の虫媒伝染 (1954年 6-12月)

パイラス吸収 接 種

ノぐイラス給額 :吸収期間 供試植物 l加害期間 l 虫数 lli倭鍾 発病
1 植物数 植物数

ナンテンハギ | 10日 馬鈴薯(農林1号実生) 10日 10-50 I 20 1 
1/ 1/ u (農林 1号) " 1-3 5 O 

" " " 2-7 7 2 

" " アノレサイク・クロノぐー " 6 1 
1/ 

" ナンテンノ、ギ| " 5-10 10 1 

パイラスのこれら植物体内における潜伏期は概して 所に町布ぜられ一斉に発病したので，にわかに重要視

長七最短 13-20日あるいは 14-24日でるった ぜられることとなり，私等がこの問題を取りるげて研

が，最長 130-137日るるいは 132-141日に及ん 究したのである。その結果は前記のどとしキマダラ

ti。とれを詳に示ずと第7表の通りである。 ヒロヨコパイがこの病気の伝染を媒介することが証明

論 議 された。発病地においてはクロパー及びナシテシハギ

馬鈴薯天狗巣病は少くも十数年以前から北海道に存 に天狗巣病が発生することが発見せられたカミこれら

在していたと考うべき証拠がある。しかし発生が稀で もまた馬鈴薯天狗巣病パイラスに起因するものであ

る仇且つ散発的であったために，とれに関して研究 り，キマダラヒロヨコバイの媒介によって伝染するこ

した者がなく，擢病薯による伝嬬の外には，との病害 とが分った。おそらくはこのパイラスはクロパーやナ

伝染の径路が不明でるった。たまたまこの病害がJ担振 シテンハギの根の中で越冬L， 6月中旬以後キマダラ

馬鈴薯原々種農場に発生し，擢病塊茎が原種として諸 ヒロヨコバイの媒介によって馬鈴薯にうつるものでる
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第 7表馬鈴薯天狗巣 病の潜伏期

パイラス昨今i原 接鱈植物 lヨコパイ数l加害日数 |発病日倖伏期

ジ ヤ カe イ モ 赤クロパー -4  I山(羽山3) l唖25 43-54日

" " 1 u (VJl22-四 2) XI25 115-126 

" " 30 26日(区 2-28) X20 22-48 

" " " I " (グ) X28 30-56 

u アルサイク・クロノぐー 6 9 (VJl13-22) XII 1 132-141 

" " 32 51 (IX 8-玄29) XI22 24-75 

グ " " " XIl3 35-86 

" ナンテンハギ 30 27 (四30-IX26) X13 17-44 

" ニ乙 ジ守 ギ ク 5 i 26 (IX22-X 18) X23 5-31 

赤 ク 同 ノマ ー ジ ヤ カ' イ モ 5 : 7 (VJl24-31) 四26 26-33 

グ ジ ャ カ ' イ モ 実 生 2i14(KM5) XIllO 86-100 

u ナンテンハギ 1-5 I 7 (四 6-13) XIl21 130-137 

アノレサイク・ク口ノぐー アルサイク・クロノマー 1 ! 7 ( グ 四26 13-20 

ナンテンノ、ギ ジ ャ カ 。 イ モ 実 生 …l10(U040) VJl14 14-24 

" 赤 ク ロ ノマ 一 2-7 I " (四 3-13) XI11 90-100 

" " " " 却 10 119-129 

" アノレサイク・クロノ対一 2-10 グ(VJl29-四 8) 国22 14-24 

" 
f/ f/ f/ XIl10 124-134 

f/ ナ ンテンハギ 5-10 グ(VJl3-13) X10 99-109 

ろう。発病地においてはヒメジオ γその他の野章およ ダラヒロヨコパイはイナズマヨコパイ;;マグロヨコ

びエゾギグ，コスモス， トマトF 二 Y ジシ等の栽培植 バイ，及びヒシモンヨコパイについで 4番目に知られ

物に類似の病害が発生している。もしとれらが馬鈴薯 たパイラス媒介ヨコパイで、~る。イナズマヨコバイは

天狗巣病パイラスによって起ることが証明されるなら 稲の萎縮病を，ツマグロヨコパイは稲の萎縮病及び黄

ば，伝染径路の多岐なることを認めねばならぬでるろ 萎病を，そしてヒシモ y ヨコバイは桑の萎縮病を媒介

う。いずれにせよ擢病野草を徹底的に絶滅せしめp 且 ずることが知られている。キマダラヒロヨコパイはさ

っ媒介者たるキマダラヒロヨコパイを十分に駆除する ぎにエゾギク萎業病を媒介することが報告されたが

ならば，理論的にはこの病害の予防を達成し得る可能 (福士・根本 1953)馬鈴薯天狗巣病をも媒介すること

性が大である。しかしもしこのパイラスの保毒植物が

存在し，このパイラスの越冬及び伝染の役割を演ずる

場合には問題が一層複雑になるといわねばならぬ。私

がここに証明されたのでるる。

摘要

等の伝染試験の結果を見ると，キマダ、ラヒロヨコバイ 馬鈴薯天狗巣病発生地において，馬鈴薯及び付近の

によっておこる伝染の率はるまり高率でない。これは 雑草中に棲息する十数種の奴汁昆虫を媒介者として伝

馬鈴薯畑において天狗巣病発生が比較的少いこととー 染試験を行った結果，キマダ・ラヒロヨコパイ (Ophiolα

致ずる。北米においては三十数年来馬鈴薯天狗巣病が fi仰 opictα(ISHIHARA))がこのパイラスの伝染を媒介

知られているが3 いまだに媒介昆虫が発見されなし、。 することが分った。

わが国の馬鈴薯天狗巣病が北米その他のそれと同ーの 馬鈴薯天狗巣病発生地で，クロパーの天狗巣病及び

パイラスによって起るかどうか不明でるるカち私等の ナンテ yハギ、の天狗巣病が発見され，これらが同じパ

媒介昆虫発見を契機とLて，外国においても媒介昆虫 イラスによって起ることが証明された。即ちこれらの

に関する研究が一層活躍に行われ，遂にこれを発見ず 天狗巣病をキマダラとロヨコバイの媒介によって，実

る公算が大である。 験的に馬鈴薯，グロパー及びナ γテγノ、ギにうっすこ

外国特に北米ではパイラスの媒介者たる多くのヨコ とがで、きた。

バイが知られているが，わが国では比較的少しキマ このパイラスはクロパー，ナシテシハギ、その他の野
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草または雑草の;恨の中で越冬し 6月1与l後キマグラヒ

ロヨコパイの媒介によって馬鈴薯に伝染するものと考

えられる。
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R岳sume

Since 1932 potato witches' broom has ap-
peared occasionaI1y in potato白eldsat several 

locaIities in Hokkaido but it has b巴巴nconsi-

dered to be a disease of minor importance 

because of its rare and sporadic occurrence. 

Recently the disease was found in the potato 

fields of the Iburi Potato Foundation Seed 

Farm of the Ministry of Agriculture， wher白
circumstancial evidence seemed to indicate 
that the infection of witches' broom frequent帽

ly takes place by means of certain insect 

vectors. Transmission experiments were ac-

cordingly started by the writers in 1950; 7 
species of leafhoppers and 3 species of aphids 
were tested for their ability to transmit the 

virus. Some of the leafhoppers tested were 

coIIected on wild plants and weeds growing in 

areas adjacent to the potato fields. During 
1953 it was found that some alsike and red 
clover plants were affected with a witches' 

broom in the neighborhood of the potato field 

where po句 towitches' broom appeared. The 

leafhoppers， Ophiolα声αvopictα(ISHIHARA)were

quite abundant in this cIover growing plot. 

It was attempted to transmit potato witches' 
broom and cIover witches' broom to potato 
seedIings by this leafhopper. Six out of 23 

potato seedlings thus inoculated with potato 

witches' broom contracted the disease and 3 
of 10 potato plants inoculated with red clover 

witches' broom also showed typical symptoms 

of potato witches' broom. Vic句協旬ij旬ga
plants affected with a witches' broom were 
frequently seen in the areas close by the 

potato fields in the above mentioned Potato 

Foundation Seed Farm and it seemed highly 
probable that the disease was induced by the 

virus of potato withes' broom. During 1954 
an investigation was undertaken to transmit 
廿lewitches' broom virus by means of the 

leafhopper， Ophiola fi仰 opicta，from naturaIIy 
infected potato， clovers and Vicia unijugα 

plants to healthy ones of these plants. As 

a result of this experiment it became 

evident that this leafhopper is capable of 

transmitting the virus of witches' broom 
from affected potato， clovers and Vic似 uni-
jugαplants to h巴althyplants and that七he

witches' broom of these plants found under 

natural conditions appears to be caused by 

the same virus. 1七 seemshighly probable 
that the virus hibernates within the roots of 
affected cIovers or ~初旬悦況が吋αplants and 

is disseminated to potato白巴ldsby means of 

infective leafhoppers. 

図版説明

1.右健全馬鈴薯

左憶病J尽鈴，菩(二次病微を示す)

2. 右健全馬鈴 薯

左権病馬鈴喜子(二次病微を示す)

3. 憶病馬鈴薯(一次病徴一地下部を示す)

4. 擢病ナンテンハギ

5. キマダラヒロヨコバイ，Ophiolαfi伽 opictα(ISH!HARA)(体長平 5mm.δ 4mm，体

は黒色，全体に不規則な褐色の紋がある).


